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助動詞「リ・タワ」が命令形になる場合
本稿は、古代語のいわゆる完了の助動詞「リ・タリ」が命令
形になるのはどのような場合であるか、それはどのような意味
を
表
し
、
「
リ
・
タ
リ
」
を
伴
わ
な
い
動
詞
の
命
令
形
と
ど
の
よ
う
な
使
い分けがされているかを論じようとするものである。
「リ・タリ」の命令形（以下「リ・タリ」命令形」）につい
ては、宮田和一郎（一九五一一一）が「リ」の命令形の少なさを論
じ
て
お
り
、
築
島
裕
二
九
六
九
）
は
漢
文
訓
読
文
で
は
「
リ
」
の
命
令
形
が
な
い
こ
と
を
、
大
坪
併
治
（
一
九
八
二
は
、
同
じ
く
漢
文
訓
読
文
では「リ」の命令形がなく「クリ」の命令形が稀に用いられる
ことを指摘している。「タリ」の命令形については、
比較的用例が少いので文法書によっては例をあげなかった
り、時として命令形の有無に言及しなかったりするが、そ
れほど用例稀少ではない。
（小松登美二九五七））
は
じ
め
に
との意見もあるが、「リ・タリ」を通じてその命令形は
「つ・ぬ」のそれに比べれば稀少としてさしつかえない。
（田村忠士二九八○））
弓・ぬ」は比一騨明多いが、「たり・り」は目立って少ない
（此島正年二九八五））
と
い
っ
た
見
方
に
従
っ
て
支
障
な
い
と
思
う
。
右に示したのは主に「リ・タリ」命令形の用例数に着目しての
貝睡ぞあるが、用例数だけでなく上接動詞の制約という点からも、
考える必要があると思う。従来「リ」〈理祠形の上接語が補助動詞
「給ふ」に集中することの指摘は、｛呂田和一郎（’九五三）等によ
ってされていたが、その「給ふ」に更に上接する動詞や、「クリ」
の上接動詞に制約があるとＵ２息にも、注目する必要があると思
う。次節では、まずこの点について述べることにする。
近
藤
明
1
○括弧内は、「絵ふ」を介して接続する用例数の内訳を示す。
表
「
リ
タ
リ
」
命
令
形
の
上
接
動
詞
ご
と
の
用
例
数
［
以下「リ・タリ」〈嬰而形の上接動詞について、動詞の種類ご
とに整理していくが、個々の動詞については、用例が複数見ら
れることを一応の基準として、その条件にかなう動詞を中心に（１）
論を進めていくことにする。非常に疑わしい用例は採用しない
としてもなお、用例が一例だけの場合、本文の信頼性や本文の
解
釈
に
よ
っ
て
、
そ
の
上
接
動
詞
の
存
否
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
殊
に
字
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
と
い
っ
た
良
質
の
本
文
に
恵
ま
れ
な
い
資
料
に
、
比
較
的
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事情もあるからである。
なお上接動詞の分類においては、敬譲の意を表す補助動詞や
助
動
詞
を
伴
う
か
否
か
の
差
は
、
｜
旦
捨
象
し
て
、
例
え
ば
「
置
け
れ
」
と「置き給へれ」は、いずれも「リ」命令形に「置く」が上接
した例とする。ただし、「給ふ」と「リ」命令形は特別な親近
（ワニ
性を示すことから、動詞が補助動詞「給ふ」を介して「リ・タ
リ
」
に
接
続
す
る
用
例
数
の
内
訳
を
、
表
に
は
示
す
こ
と
に
し
た
。
二
－
１
内
的
限
界
動
詞
「リ・タリ」命令形の上接動詞は、表に示すようなものであ
るが、このうち「主体変化動詞」「主体変化・客体変化他動詞」
二
「
リ
・
タ
リ
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命
令
形
の
上
接
動
詞
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知
る
忠
す
忠
ほ
す
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き
出
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納
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取
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置
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仰
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置
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据
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折
るあづ
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ま
か
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居
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待
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居
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臥
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「主体動作・主体変化他動詞（再帰動詞とは、「内的限界動詞」
という共通性を有するものである。
【主体変化動詞］
複数の用例がある動詞として「居る」「臥す」「立つ」があり、
「居る」にはこれを後項とする複合動詞「待ち居る」も一例あ
る。この他に一例だけの動詞としては「寝」が認められる。
こ
の
中
の
「
居
る
」
に
つ
い
て
は
、
金
水
敏
（
一
九
八
三
）
で
「ゐる」は「立つ」と対になる、変化を表す動詞であり、
「沈静・止動・平静化」といった意味を表し、現代語訳と
しては「止まる．とどまる・座る．静まる」などがあてら
れる語である。
という旨の主張がされており、それに従って主体変化動詞とし
て扱うものである。
［主体動作・客体変化他動詞］
複数の用例がある動詞としては「置く」「納め置く」がある。
「置く」を後項とする複合動詞は、「納め置く」以外は一例ずつ
である。なお「仰せ置く」の例「随身一人二人おほせをきたれ」
（
源
氏
若
紫
一
八
八
⑬
）
は
、
具
体
的
な
「
設
置
」
の
意
で
は
な
く
「準備」の意になっているかも知れない。
他に一例ずつの動詞としては、「裾う」「立つ（下一一こ「折る」
「あづく」「まかす」がある。この中の「あづく」「まかす」は、
所有関係（この場合は権限・主導権の）の変化をひきおこす動
詞
と
見
て
、
こ
こ
に
加
え
て
お
く
。
【主体動作・主体変化他動詞（再帰動詞）］
複数の用例がある動詞としては「持つ」、一例だけの動詞と
（３）
しては「着る」「抱く」「かき出づ」がある。この中の「かき出
づ」は、当該の用例（宇津保国譲上一二六五①）が自らの
腹部を露出するというものなので、再帰的な意味で用いられて
い
る
も
の
と
見
て
、
こ
こ
に
加
え
て
お
く
。
二
－
２
内
面
動
詞
・
心
的
動
詞
この類には属するものとしては、「知る」「恩す」の他、｜例
だけの動詞として「恩ほす」「（心に）繋ぐ」がある。
近藤明（一一○○三）では、「リ・タリ＋否定辞」の上接動詞
の分類の中で、「恩ふ」系動詞という分類のしかたをしたが、
「リ・タリ」命令形の上接動詞には、「思ふ」系の「恩す」に加
えて「知る」等もあり、現代語においてはこれらを内面動詞あ
るいは心的動詞（金水敏〈二○○○））として括る扱い方があ
るので、ここでもそれに準じた分類をしておく。
金水敏（二○○○）は、内面動詞・心的動詞は「限界性が明
瞭でなく、また運動性も乏しいので、過程のある出来事なのか、
心的な状態の変化なのか、はっきりしない場合が多い」としな
３
以上の「リ・タリ」命令形の上接動詞には、近藤明（二○○
一一一）で述べた「リ・タリ＋否定辞」の上接動詞と共通する部分
も多いようである。「リ・タリ＋否定辞」の上接動詞は、「主体
変化動詞」「主体動作・客体変化他動詞」「主体動作・主体変化
他
動
詞
」
と
い
う
「
内
的
限
界
動
詞
」
と
、
ヨ
恩
ふ
」
系
動
詞
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「『恩ふ」系動詞」については、前述のように、「リ・タリ」
命令形においては、より広く「内面動詞・心的動詞」という捉
がらも、「知る」「思う」等は「変化動詞的な性質を示す動詞」
の方であるとしている。この考えが古代語動詞「知る」「恩す」
「思ほす」「（心に）繋ぐ」にも援用できるものだとすると、こ
れらの動詞も「主体変化動詞」的であり、従って「内的限界動
詞」的であるということになる。
なお「（心に）繋ぐ」の「繋ぐ」は、｜般には主体動作・客
体変化他動詞に分類されるものだろうが、当該の用例は
①前の心呪を論（し）て昼夜に心に繁ケタレ
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
巻
六
『西大寺本金光明最勝王経古点の国語学的研究」一一二②）
と
い
う
も
の
で
、
実
質
的
に
内
面
動
詞
・
心
的
動
詞
の
性
質
を
持
つ
も
のとしてこちらに分類した。
本
節
と
次
節
で
は
、
「
リ
・
タ
リ
」
命
令
形
の
意
味
に
つ
い
て
、
可
能
な場合は同じ動詞が「リ・タリ」を伴わない命令形（以下「非
リ・タリ」命令形）になった場合と比較しつつ、論じることに
する。まず
本
節
で
は
、
上
接
続
動
詞
が
内
的
限
界
動
詞
の
場
合
を
取
り
上
げ
るが、総じて一一一一口えるのは、「リ・タリ」命令形は、（主体変化か
客体変化の）結果状態を持続することを命令していることであ
る。一方「非リ・タリ」命令形は、主体変化や、（客体変化を
も
た
ら
す
）
主
体
動
作
を
行
う
こ
と
の
命
令
に
重
点
が
あ
る
、
と
い
う
ア
スベクト面での分化が認められるようである。以下それぞれの
動詞について具体的に述べる。
え方が適用するのが良いようである。「内的限界動詞」は
「リ・タリ命令形」の場合も共通性が高いが、命令という性質
（４）
上、上接動詞が意志性のあるものが中、心になることもあってか、
「リ・タリ＋否定辞」のそれよりも一層限られたものになって
いるのだが、この点は第五節で再び触れることにする。
三「リ・タリ」命令形の意味（内的限界動詞）
４
室体変化動詞］
［居る］
②帯刀、わりなしと恩へり。うちなきて立てば、少将、「し
ばしゐたれ。いかにぞや。いきやせんずる」
（
落
窪
巻
之
一
七
二
⑫
）
③帯刀に「近くゐたれ。ただ今来ん」とて出で給ひぬ。
（
落
窪
巻
之
二
一
二
四
⑨
）
［臥す］④（少将から姫君への発言）「しばし入りてふし給へれ」と
て、せめて引き入り給ひて、よるづに言ひ慰め給ふ。
（
落
窪
巻
之
一
八
九
⑤
）
［立つ］
⑤「然ラバ、暫ク立給へし。出デ、道ヲ教へム」
（
今
昔
巻
十
二
第
二
八
③
一
七
一
⑯
）
②は座った状態、③は姫の近くに居る状態、④は臥した状態、
⑤は立った状態を持続することを命令しているものと考えられ
る。現代語でこれらの「リ・タリヘ叩令形」に近いのは「～テイロ」
であろう。外山善朗二九九五）は、「「ｌしろ』の場合は、単
な
る
変
化
の
遂
行
の
み
を
問
題
に
し
て
い
る
」
の
に
対
し
て
ヨ
ー
し
て
いろ』の場合は、変化を遂行し、それによって生じた状態を意
一方「非リ・タリム叩令形」の例として、次の「ゐる」の例を
見ておこう。
⑥「かく立てるはなぞ。ゐ侍れ」とて、かさをほうほうと
打てば、尿のいと多かる上にかがまりゐぬ。
（
落
窪
巻
之
一
七
三
⑭
）
「かく立てる」とあるように立った姿勢の相手に対してそれを
非難し、座った姿勢への変化を〈叩令している。結果的にはある
程度の期間その姿勢を持続することも伴うことになるかも知れ
志的に維持させる事をもとめたものになっている」としている。
②④は「しばし」、⑤は「暫ク」と、持続期間を表す語を伴っ
ているが、この点も、外山が「～シテイロ」は多くの例で「動
作を〈継続〉させる期間」が設定されているとする点と類似す
る。また外山は「〈動作の継続・維持》のみをもとめたとしても、
現実にその動作がその場に存在していなければ、同時に〈動作
おこし〉ももとめたことになるだ乙些）とするが、⑦④の例は
それと同様のことが言えるだろう。②は一度立ち上がった相手、
④はまだ「臥」していない相手に対する発一一一一口であるから、それ
ぞれ「居る」「臥す」の〈動作おこし〉をも併せて命令してい
る
と
考
え
ら
れ
る
。
５
【主体動作・客体変化他動詞］
［置く］
⑦おとど、家の券、奉りたる目録そへて奉り給ふ。「これは
確かならむ物に入れてをき給へれ。これをさへはかなくし
な
し
給
ふ
な
」
（
宇
津
保
蔵
開
下
一
二
二
一
⑤
）
③
「
我
ガ
身
死
タ
リ
ト
云
ト
モ
、
暫
ク
焼
ク
事
元
ク
シ
テ
セ
日
置
タレ」
（
今
昔
巻
二
七
第
十
二
④
’
七
七
⑦
）
［納め置く］
⑨「さはれ、さるべきやうにてしばしは山寺におさめをか
せ給へれ。雲煙とも、この世の大事（御旗・大嘗会）のの
ち
に
、
心
安
く
せ
き
せ
給
へ
」
（
栄
花
巻
十
一
一
上
三
八
○
①
）
⑦は「（確かならむ物に入れて）置」いた状態の持続を命令し
ていると見られる。この場合まだ「置」く動作は行われていな
い
の
で
、
そ
の
動
作
を
行
う
こ
と
を
も
併
せ
て
命
令
し
て
い
る
と
考
え
ら
れるが、「はかなくしなし給ふな」とあることからしても、「置」
いた状態の持続により重点があると見られる。⑦三③もそれぞれ、
「置」いた状態、「納め置」いた状態の持続の命令で、それぞれ
「七日」「しばし（具体的には御潔・大嘗会までこという持続
期間が指定されている。
ないが、重点があるのは姿勢変化の方であろう。
一方「非リ・タリ命令形」の用例として、次の「置け」の例
を見よう。
⑪黄ナル衣一ヲ持テ、支弁二与テ云ク、「汝ヂ、此レヲ着
テ家二帰テ浄カラム所二置ヶ」
（
今
昔
巻
七
第
四
七
②
一
七
七
④
）
この指示通りに家に帰って衣を置くと、支弁はただちに蘇生し、
衣はやがて消えてしまうという話で、「置」く動作自体の命令
に重点があると見られる。他に今昔物語集では、碁の石を置く
ことや、馬に鞍を置くことを命令する場合に、「置け」が使わ
｜例ずつの動詞にも、大体同様のことが言えるようである。
［裾う］
⑩「坊（春宮）呼びて（藤壺に）すへ給へれ。ここにもの
せむ」
（宇津保国譲下一六一五の》
「主体動作・客体変化他動詞十リ・タリ命令形」が、客体の変
化の結果生じる状態の持続を命令するものだとすれば、現代語
でこれに近いのは、「～テイロ」よりも「～テオケ」であろう。
吉川武時（一九七三）は「「しておく』の基本的な意味は「対
（６）
象を変化させて、その状態を持続させること』と一一一一口えよう」と
しており、命令形「Ｉテオヶ」は、その状態を持続させること
の命令ということになる。
６
［主体動作・主体変化動詞（再帰動詞）］
［持つ］
⑫少将は「これ（黄金の洲浜などを左の大臣殿の姫君に奉
り給へ」といへぱ、母北の方、「をかしき物にこそあめれ。
な
ほ
（
四
の
君
が
）
も
給
へ
れ
。
（
落
窪
巻
之
四
二
四
四
②
）
⑬御前なる氷を取らせ給ひて「これしばしもちたまひたれ。
まるを恩ひたまはぱ、「今は』と言はざらむ限りは、置き
たまふな」
（
大
鏡
第
四
巻
一
七
○
⑭
）
⑫は現在の所有者が変わらずに持ち続けることを命令してお
り、⑬は（「持つ」動作の命令も含むだろうが）「持」った状態
を持続することを、「哀７は」と言はざらむ限りは」と、持続期
間を指定して命令している。
［着る］
一例だけの動詞であるが、「着る」の例は、
⑭なき人も恩はざりけむうちすてて夕べのかすみ君きたれとは
（
源
氏
柏
木
一
二
六
一
④
）
というもので、直前の歌に致仕大臣が「かすみの衣着たる春か
な」と自ら詠っているのを承けて、その「着」た状態を続ける
れている。これらは置かれた状態がある程度持続するとしても、
｜時的である。
こ
と
を
求
め
る
意
を
表
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「非リ・クリ」命令形の例として、「着よ」を見ておこう。
⑮うらめしやかすみの衣誰きよと春より先に花のちりけむ
（
源
氏
柏
木
一
二
六
一
⑤
）
⑯「これ（衣）賜はするぞ。衣すすけためり。しろくてきよ」
と投げとらせたれば
（枕草子「職の御曹子におはします頃」段一二八⑦》
⑮は柏木死去時のことを思いやっての歌であるから、まだ喪服
を着ていない人に喪服を着る動作を行うことを求める意が強い
と考えられよう。また⑯は「女法師に）その衣一つとらせて、
と
く
や
り
て
よ
」
と
の
中
宮
の
命
令
に
応
じ
て
、
「
す
す
け
」
た
衣
か
ら
の着替えを命令している場面である。「とくや
りてよ
」とある
点からしても、その後「白くて着」た状態が持続するかどうか
へのは関心は稀薄であろう。
なお⑭と⑮は歌の用例であり、歌においては、音数律の制約
等から、「リ・タリ命令形」と「非リ・タリ命令形」の選択要
因が散文とは異なる可能性も考えられて、本稿ではここまで極
力散文での用例を優先して取り上げてきたが、この二例は近接
して「着たれ」と「着よ」の現れる例であることから、敢えて
取り上げた次第である。
７
［知る］
⑰「すべきやう必ずと恩ふを、さる心しり給へれとなん」
（
宇
津
保
国
讓
中
一
五
○
七
⑪
）
［恩す］
⑱「ただかばかりの程にて、時々思ふことをも聞こえさせ承
り
な
ど
し
て
、
隔
て
な
く
の
た
ま
ひ
通
は
む
を
、
誰
か
は
と
が
め
出
づべき。（中略）なほうしろやすくおぼしたれ」
（
源
氏
宿
木
一
七
五
三
⑥
）
［恩ほす］
⑲「十五夜に必ず御迎へをせん。この調べを、かかる言のた
が
は
ぬ
ほ
ど
に
、
必
ず
十
五
夜
に
」
と
思
ほ
し
た
れ
。
（
字
津
保
内
侍
の
か
み
八
五
六
③
）
これらの「リ・クリ」命令形も、知識・認識を持った状態や思
考の持続を命令するものと解されるようである。⑰は、后の宮
が
兼
雅
に
、梨壼腹皇子の立坊を要請している場面で、その実現
確定までという期限を伴っている。⑱は、薫から中の君への発
言で、「時々恩ふことをも～」というくらいの交流を続けたい
意
向
で
、
そ
れ
は
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
交
流
の
間
「
う
し
ろ
や
す
く
お
ぼ
」
す
こ
と
も
持
続
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
四「リ・タリ」〈盟而形の意味（内面動詞・心的動詞）
一方「非リ・タリ命令形］を、「知る」「恩す」について見て
おく。⑳「（蛇を）二つを並べて、尾のかたに細きすぱえをしてさ
し寄せんに、尾はたらかさんを女としれ」
（枕草子「蟻通の明神」段二六六⑥）
⑪「よろづの事によそへておぼせ」
（
源
氏
帯
木
四
六
⑬
）
⑳「はべりつる世に変らず、大小のことを隔てず、何事も
（源氏を）御後見とおぼせ」（源氏賢木三四一⑪）
⑳は新たな知識・認識を持つことの命令であり、知識・認識を
持った状態を持続することの命令までは、含まないか稀薄であ
ろう。⑪は思考方法の変化を求めている（この後、女性の価値
を芸能の類に例える話が続く）。思考の持続が伴うとしても、
こ
の
例
え
話
を
し
て
い
る
間
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
思
考
の持続が求められているわけではない。
ただし⑳は、長期にわたる思考の持続を求めていると見るこ
とが可能である（強いて言えば、死が近いことを悟った桐壺院
から朱雀帝への言葉であるから、長期間持続したとしても命じ
た
桐
壺
院
は
そ
れ
を
見
届
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ろう。⑲は「十五夜」までの期限が指定されている。
８
以上、「リ・タリ」命令形は、上接動詞が「内的限界動詞」
の場合は、結果状態の持続を命令するものであり、上接動詞が
「
内
面
動
詞
・
心
的
動
詞
」
の
場
合
も
そ
れ
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
、
「
非
リ・タリ」命令形とはアスペクト面で分化が認められるという
結論となった。
これを「リ・タリ＋否定辞」と比べた場合、上接動詞が「内
的限界動詞」の場合、「リ・クリを伴わない形」とはアスペク
ト
の
面
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
同
様
だ
が
、
「
リ
・
タ
リ＋否定辞」の上接動詞が「恩ふ」系動詞の場合、外面に現れ
る
こ
と
か
否
か
と
い
う
点
で
、
「
リ
・
タ
リ
」
を
伴
わ
な
い
形
と
の
使
い
分けが行われているようであった（近藤明（一一○○三））。
「リ・タリ」命令形と「リ・タリ＋否定辞」には、用例数自
体が少ないこと、上接動詞の制約に似た点があること（これに
も若干の相違があることは、第二節・第五節参照）等の点でも
類
似
性
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
こ
の
よ
う
な
相
違
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
異同の意味するものについて、今後更に考えたい。
が）。外山義朗（一九九五）は、心理活動の動詞の場合、（「～
シテイロ」ではなく）「～シロ」の形でも、「「内的情態（心理
活動こ」を保ち続けることをもとめたようになる」としている
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
前節まで、「リ・タリ」が命令形になる場合について考察し
てきたが、「リ・タリ」命令形への上接が認められない動詞も
ある。まず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
主
体
動
作
動
詞
」
で
あ
る
。
典
型
的
な
「
主
体
動
作
動
詞
」
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
リ
・
タ
リ
」
命
令
形
に
上
接
した確実な用例は見いだせなかった。では「主体動作動詞」の
表す動作の持続を命令する場合は、どのような形が用いられた
のであろうか。あるいは、「主体動作・客体変化他動詞』で、
（７）
、王体動作の持続を命令する場合はどうであろうか。現段階では、
助動詞の下接しない裸の形（基本形）の命令形が、それに当た
るのではないかと考える。本稿で言うところの「非リ・タリ」
〈盟而形である。
ま
た
「
主
体
変
化
動
詞
」
も
、
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
は
「
居
る
」
「立つ」「臥す」と、この種の動詞のうちのごく一部である。
「リ・タリ＋否定辞」の場合も、「主体変化動詞」といっても限
（８）
られたものであることを、近藤明（一一○○’二）で述べた。時
間
・
季
節
の
経
過
を
表
す
動
詞
、
そ
れ
に
伴
う
人
間
・
動
物
・
植
物
な
ど
（９－
の
変
化
を
表
す
動
詞
、
天
象
・
気
象
の
類
を
表
す
動
詞
は
、
用
例
が
見
ら
れ
な
い
か
少
数
で
あ
る
五
「
リ
・
タ
リ
」
命
令
形
に
上
接
し
な
い
動
詞
９
「
リ
・
タ
リ
」
命
令
形
に
も
こ
れ
ら
の
上
接
動
詞
は
見
い
だ
せ
な
い
。
も
っともこれは、前述のように、命令という性質上、意志性のあ
る動詞が中心になることとの関係も考えられるが、これ以外で
も
、
位
置
変
化
を
表
す
動
詞
が
「
リ
・
タ
リ
＋
命
令
形
」
（
あ
る
い
は
「リ・タリ＋否定辞」にも）に上接する例なども、確実な例は
（、〉
認められないのである。これは単に偶然そのような用例が残っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
よ
う
な
動
詞
は
本
質
的
に「リ・タリ＋命令形」や「リ・タリ＋否定辞」の上接動詞に
なり得ないということであったのか、後者だとすれば、その制
約の意味するものは何か等、なお考えるべき問題は多い。
［注］（１
）
例
え
ば
『
字
津
保
物
語
本
文
と
索
引
索
引
編
』
は
、
「
国
に
て
見
は
本
に
も
本
に
も
あ
き
た
れ
と
さ
ぶ
ら
ふ
な
ど
い
ふ
」
（
楼
の
上下一八四○⑪）を「タリ」の命令形とするが、文意
が
明
ら
か
で
な
く
、
用
例
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
（２）「給ふ」との親近性は、程度の差こそあれ「リ」の他の
活用形にも言えることであるが。
（３）「男は、何の色のきぬをもきたれ」（枕草子「狩衣は」
段
三
○
一
⑪
）
を
各
注
釈
書
は
、
本
文
の
脱
落
混
入
を
想
定
し
た
り
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
段
が
始
ま
る
と
し
た
り
し
な
が
ら
、
已
然
形
と
し
て
解
釈
す
る
が
、
「
放
任
」
の
意
の
命
令
形
に
解
す
る
余地があるとすれば「着る」の用例が増えることになる。
だがそう考えるにしても解釈上問題があり、ここでは採
ら
な
い
で
お
く
。
（４）益岡隆志・田窪行則（’九九二）は、「命令の形式が使
え
る
の
は
原
則
と
し
て
意
志
動
詞
の
み
で
あ
る
」
「
意
志
的
に
制
御
で
き
な
い
動
詞
の
命
令
形
は
祈
願
、
呪
訊
、
等
を
表
す
」
と
し
て
い
る
。
な
お
現
代
語
「
ｌ
テ
イ
ロ
」
に
つ
い
て
、
外
山
義
朗
（’九九五）は、「ふとる」「やせる」「はげる」の類
は
「
Ｉ
シ
テ
イ
ロ
」
の
形
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
山
の
い
う
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
的
な
意
味
の
場
合
か
、
前
述
の
よ
う
な
祈
願
・
呪
記
の
類
や
、
放
任
の
意
に
解
さ
れ
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
（
５
）
「
男
の
子
の
く
せ
に
、
す
ぐ
し
ゃ
が
ん
だ
り
し
て
、
ｌ
立
っ
て
い
な
さ
い
」
（
し
ろ
ば
ん
ば
）
と
い
う
例
を
示
し
、
｜
度
し
ゃ
が
ん
だ
相
手
に
対
す
る
命
令
だ
か
ら
、
「
立
」
っ
た
状
態
の
持
続
と
と
も
に
、
「
立
つ
」
と
い
う
〈
動
作
お
こ
し
〉
を
も
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
（６）「もう少し、ここに置いといておくれよ」「加藤さんは
奥さんに鍵をあずけておいたんです」など。
（
７
）
現
代
語
で
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
の
は
「
～
テ
イ
ロ
」
の
形
で
あ
10
る
が
、
外
山
義
朗
二
九
九
五
）
は
、
「
走
っ
て
ろ
」
「
描
い
て
てよ」のような例は「意外と数が少な」いとする。
（８）近藤明（一一○○三））の時点では、訓点資料への目配り
が
不
十
分
で
、
「
「
リ
・
タ
リ
＋
否
定
辞
」
の
次
の
用
例
を
見
落
としていたことに気付いた。いずれも上接動詞は、人間の肉
体の（病的）変化を表す動詞とでもいうべきものである。
一
部
を
補
読
す
る
用
例
も
あ
り
、
ま
た
一
か
所
に
集
中
し
た
用
例
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
人
間
の
肉
体
の
（
病
的
）
変
化
を
表
す
動詞を、「リ・タリ＋否定辞」の上接動詞に追加したい。
是
の
人
の
功
徳
は
（
中
略
）
口
に
亦
病
無
（
か
）
ら
む
。
歯
Ｉ・）
－］
（中略）亦、賀ミ黒（め）ら不、（中略）鼻洞倒剛引。州、
ｌ
ｌ
ｋ
１
－
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
亦、曲み―民レラ不、面の色黒め（ら）不、（中略）亦、
ク
ホ
し
知引醐刈刮引「『Ⅲ
電
光
院
本
妙
本
蓮
華
経
第
六
大坪併治『訓点資料の研究』一六八②～⑥）
（９）ここで一一一一口うのは、注（８）に示したような肉体の（病的）
変
化
を
表
す
動
詞
で
は
な
く
、
「
老
ゆ
」
「
大
人
ぶ
」
（
植
物
で
垢
つ
き
黒
め
し
ら
）
不
、
亦
し
ク
タ
し
う
不
、
唇
下
り
垂
（
れ
）
不
、し
略）亦、釧刮川園『利創刊祠、
ツ
シ
鉄
（
け
）
落
（
ち
）
タ
ラ
不
（ら）不、胤ｌｄｄｌ川ＮＮｕｕⅡ、し疎守伝な
し亦
、
亦
、
簔
リ
縮
レ
ラ
不
、
（
中
丁
力
１
１
、
差
へ
不
、
曲
レ
ッ
、
マ
し
し言う
！」
、
［参考文献］
大坪併治（’九八一）「平安時代における訓点語の文」陸（風間
書房）
金
水
敏
（
’
九
八
三
）
「
上
代
中
古
の
ヰ
ル
と
ヲ
リ
ー
状
態
化
形
式
の推移‐ｌＬ（『国語学』二一一四）
金
水
敏
二
九
九
五
）
い
わ
ゆ
る
『
進
行
態
』
に
つ
い
て
」
（
『
築
島
裕
先生古稀記念国語学論集」汲古書院）
金水敏（二○○○）「１時の表現」「日本語の文法２時・否
定と取り立て』（岩波書店）
工藤真由美（’九九五）「アスペクト・テンス体系とテクスト』
（ひつじ書一房）
此島正年二九八五）「古代完了辞の命令形」（国学院大『国
語研究』四九）
小松登美（一九五七）「たり」（『国文学解釈と鑑賞』一三’
十一）
は
「
咲
く
」
「
散
る
」
の
類
）
な
ど
、
時
間
経
過
に
伴
う
自
然
な
変化を表す動詞ということである。
（
Ⅲ
）
「
ぬ
し
「
は
や
き
た
れ
』
と
い
ふ
」
（
字
津
保
藤
原
の
君
一
八六⑦）という例があるが、四段動詞「来る」の命令形
との識別が問題になる。
11
外
山
義
朗
二
九
九
五
）
「
さ
そ
い
か
学研究会『うなぴこ」’四）
益
岡
隆
志
・
田
窪
行
則
二
九
九
改訂判‐ｌ」（くるしお出版）
近藤明二九八五）「助動詞「り』「たり」の活用形の偏在を
めぐって」Ｓ国語学研究』二四）
近藤明（二○○一一一）「助動詞「リ・タリ」に否定辞が下接する
場合」（『国語学研究』四二）
田
一
中
忠
士
二
九
八
○
）
「
中
古
仮
名
文
学
に
現
れ
た
完
了
の
助
動
詞
「つ・ぬ」の命令表現」（「平安文学研究』六四）
築島裕二九六九）「平安時代語新聿璽（東京大学出版会）
外
山
義
朗
二
九
九
五
）
「
さ
そ
い
か
け
文
Ｉ
し
て
い
ろ
」
（
日
本
語
三宅清（一九八九）「尊敬語の命令形についてｌ源氏物語を
資料として‐ｌＬ（「岡山大学研究集録」二一）
宮田和一郎（’九五一一一）「語法的に見た助動詞「り」の性格」
資
料
と
し
て
ｌ
Ｌ
ｓ
岡
山
宮田和一郎（’九五一一一）「華
ｓ国語国文』’’’’九）
室谷有紀子三○○｜）「『へ
ついて」（「福井大学国語
吉川武時（’九七三）「現什
一
房 此時（’九七三）「現代日本語動詞のアスベクトの研究」
（二・目号大『口二ｍロ三・Ｏ・ヨョ巨已・昌○星９。但し金田
一
春
彦
編
二
九
七
六
）
「
日
本
語
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
」
む
ぎ
書
彦
編
二
による） （二○○｜）「『命令形十終助『
（「福井大学国語国文学』四○）
。命令形十終助詞カシ」
九九二）
『
基
礎
日
本
語
文
法
Ｉ
の表現性に
［資料頁カッコ内に注記のないものは日本古典文学大系による）
万
葉
集
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
）
後
撰
和
歌
集
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
字
津
保
物
語
（
字
津
保
物
語
本
文
と
索
引
）
落
窪
物
語
枕
草
子
源
氏
物
語
（
源
氏
物
語
大
成
）
栄
花
物
語
夜
の
寝
覚
大
鏡
今
昔
物
語
集
梁
塵
秘
抄
1２
